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＝当面の行動計画及び次年度の副委員長・執行委員定数決定＝ 

 

 ９月２８日自治労連都庁職第１回本部委員会が開催されました。平井執行委員の司会で議

長団３名（経済支部：大島・衛生局支部：高橋・北一税支部：中島）が選出され、本日の議

長に高橋さんが決まりました。 

 冒頭、森田委員長から執行委員会を代表し挨拶があり、都議選以降の都議会の状況や石原

都政の現状が報告されました。資格審査報告で、本部委員会が有効に成立していることが確

認され、議事に入りました。 

 第一号議案として、「自治労連都庁職当面の行動計画（案）」を河野副委員長が提案しまし

た。はじめに、８月３０日投票の衆議院選挙で自公政権を退場させた国民の意思と民主党中

心政権の選挙公約実現を求めていくこと、そして、今後の危険性について、国民と共に運動

を進める闘いが重要であることが指摘されました。秋冬期闘争では、８月１１日の人事院勧

告を受けて、１０月初旬にも出される東京都人事委員会勧告に向け国に追随させない運動を

組合員と共闘組織に広く伝え厳しい情勢の中で奮闘する必要性が触れられました。東京都に

おいては、７月１２日投票での都議会議員選挙で国政同様多くの都民の審判で自公が激減し

民主党の躍進が起こりました。今後、民主党の選挙公約の実現を強く要求し来年度に向けた

予算人員闘争で都民要求実現、労働条件改善に向けた闘いを進めていくことが提案されまし

た。 

 個別課題として、人勧、賃金闘争では、秋冬期闘争において１０・１５統一行動の成功と

都庁職・都労連闘争に強力に参加して運動を進めていく。また、２０１０春闘に向けたアン

ケート活動・職場討議の強化が提案されました。職場改善要求闘争では、２０１０年度予算

人員要求・労働安全衛生活動推進・労働時間短縮、超勤縮減、不払い残業の根絶に向けて奮

闘することが提案されました。社会保障制度改悪反対・都政リストラに反対する闘いでは、

秋冬期闘争から来年に向けた具体的な運動の提案が行われ、組織強化拡大では、通年的な運

動を行っていくことが必要であることが示されました。 

 参加本部委員からは、５人の発言がありました。衛生局支部からは、「３小児病院を守る

闘いに引き続き協力をお願いしたい」都立学校支部からは、「東京都の就学計画に対する要

請と都立高校改革推進計画について、問題点を強く都民に訴え取り組みを強化したい。」多

摩都税支部からは、「平和と文化のつどいで若者が原水禁大会に参加した報告を行った。」教

育庁支部は、「坂本裁判での今後の協力の訴えと、支部組織財政委員会を立ち上げ３年計画

をたて実践をしていく。」北一税支部から、「組合員の切実な要求である時短の早期実現につ

いて」の発言がありました。 

 討論終了後、満場一致で全ての議案が承認され、最後に森田委員長の「団結がんばろう！」

で定期大会・秋冬期闘争・２０１０春闘に向けての方針が確認されました。 
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